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鳥取市議会建設水道委員会会議録

会 議 年 月 日 令和４年３月９日（水曜日） 

開 会 午前 11 時 35 分 閉 会 午前 11 時 47 分 

場 所 市役所本庁舎７階 第２委員会室 

出 席 委 員 

（８名）

委 員 長 雲坂  衛 

副委員長 勝田 鮮二 

委 員 荻野 正己  太田  緣  前田 伸一     

岡田 信俊  山田 延孝  吉田 博幸 

欠 席 委 員 なし 

委 員 外 議 員 なし 

事 務 局 職 員 局 長 補 佐 米田亜希子   議 事 係 主 事 田中 真一

出 席 説 明 員 【水道局】 

水道事業管理者 武田 行雄  副 局 長 西垣 昭宏 

次長兼経営企画課長 中島 憲啓  次長兼工務課長  寸村 忠良 

次長兼総務課長 川戸 敏幸  総務課課長補佐  長石 和久 

総務課財務係長 横原 慎吾  総 務 課 主 幹 竹田美智子 

経営企画課課長補佐 青木 達矢  経営企画課広報係長 前田 恵一 

資産管理課長 福本  優  資産管理課参事 西本 道則 

資産管理課課長補佐 桑村 紀幸  料 金 課 長 渡辺 寛存 

料金課課長補佐 佐々木 基  給水維持課長 西平 修一 

給水維持課課長補佐 木本 裕治  工務課課長補佐  谷口 洋一 

浄 水 課 長 八木谷義人  浄水課水質検査室長 大島 徳明 

浄水課課長補佐 谷口 吉朗  南地域水道事務所長 楮原 昌宏 

南地域水道事務所所長補佐 小谷  淳  西地域水道事務所長 中村 賢司   

西地域水道事務所所長補佐 末石 匡昭 

傍 聴 者 なし 

会議に付した事件 別紙のとおり 

建設水道委員会に切替え 午前 11時 35 分 開会 

◆雲坂 衛委員長 以上で、予算審査特別委員会建設水道分科会を閉会し、建設水道委員会を開

会いたします。 
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【その他】 

閉会中継続調査申出書（案）について（説明・質疑） 

◆雲坂 衛委員長 次第を御覧いただきまして、その他といたしまして、閉会中の継続調査申出

書について、お配りしておりますとおり、議長に提出したいと思いますが、よろしいでしょう

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

◆雲坂 衛委員長 はい。異議なしといただきました。 

令和４年度議会報告会・意見交換会について（説明・質疑） 

◆雲坂 衛委員長 次に、令和４年度議会報告会・意見交換会について入ります。勝田副委員長

から御説明をいただきたいと思います。 

◆勝田鮮二副委員長 昨日、最後に皆さんにお知らせしましたけども、具体的に、テーマは、建

設水道委員会として、１つか２つ上げて、次回の広報委員会のときに報告をするということに

なってます。それで、昨日も言いましたが、メインテーマは、未来へつなぐまちづくり、これ

をメインテーマとしています。それで、建設水道委員会として、どういうテーマを上げるかと

いうところを、意見を出していただきたいと思います。 

◆雲坂 衛委員長 前田委員。 

◆前田伸一委員 はい。今回の令和４年度の都市整備部の事業の中に、移動等円滑化促進事業と

いうのがあったんですけども、そうした事業にも生かしていくために、中心市街地の、今後の

在り方っていうか、深澤市長も、市長選のマニュフェストっていうんですか、パンフレットの

中にも、ウオーカブルシティみたいなお話もされとられますし、この移動等円滑化促進事業の

個別の区域の中に、必ず、多分、この中心市街地っていうのは、多分入ってくることになるん

だろうと思うんですよね。そうした意味合いで、この中心市街地なり、この交通バリアフリー

なりを見据えたテーマにしたらいいんじゃないかなっていうふうに、かちっと、こうっていう

わけじゃないんですけども、そうした考えを私は持っているんですけども。以上です。 

◆雲坂 衛委員長 山田委員。 

◆山田延孝委員 テーマが、未来へつなぐまちづくりということですのでね、やっぱりそりゃあ、

そういうことからすると、やっぱり中心市街地の話というのは、ちょうどいいんじゃないでし

ょうかね。それでいけると思いますよ。皆さん、関心のあることですしね。 

◆雲坂 衛委員長 太田委員。 

◆太田 緣委員 はい。なかなかの、皆さんの意見とほぼ同じなんですけど、ただ、表現として、

まち、中心市街地の活性化っていうのが、活性化と言いながら、現状見たときに、中心市街地

という表現がいいのかなという気もする中で、例えば、まちの回遊性だとか、周遊性だとか、

その中心市街地という言葉がふさわしいかどうかをちょっと考えるところなんですけれども、

まちを回遊したり、周遊していくことを考えれば、まちのにぎわいとか、楽しみ方だとかって

いうことが向上していくのかなというふうに、活性化とか、もちろん、中心市街地活性化を図

っていく第４期の政策が始まるわけですけれども、少し、この未来へつなぐまちづくりという
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大きなメインテーマの中で、少し表現を変えていってはどうかなというふうなイメージがあり

ます。 

あとは、もう１つのテーマとして、やっぱり公共交通というのがふさわしいかどうかなんで

すけれども、砂丘での実証実験等もありましたから、未来へ向けてというか、ＡＩを活用した

というのか、そういった交通対策みたいなことがあってもいいのかなというふうに考えていて、

２つテーマを思っています。 

◆雲坂 衛委員長 そのほかいかがでしょうか。 

◆山田延孝委員 ええが。２点ぐらいがちょうど。交通政策もええけな。実証実験は乗らなんだ

けど。 

◆雲坂 衛委員長 勝田副委員長、今、皆さんの意見をお聞きして、いかがでしょうか。 

◆勝田鮮二副委員長 いいと思います。すみません。中心市街地、それから新市域もあるので、

あまり中心市街地、中心市街地言われると、何だいや、新市域のことはおろそかになっとらへ

んかみたいなこともあるので、ちょうど今言われた、ＡＩを使った共助交通といいますか、自

動運転なんかは、まさに今、新市域のほうで人手不足でね、廃線になりつつあるので、こうい

ったテーマもいいと思いますので、今言われた２つでいいのかなというふうに思います。どう

いう題名にするかっていうとこなんです。ただ、皆さんがこのテーマを見て、そこに行って話

をしたいというような、あまり堅苦しいのじゃなくて。少し。柔らしいようなテーマにしても

らって、前回も、公園整備と、それから交通バリアフリーについてしたんだけど、ちょっと交

通バリアフリーのほうが、参加者が少なくて、ほかに移動してもらったというような、第２希

望のほうに移動してもらったというようなこともあったので、市民の皆さんが取っつきやすい

ようなテーマにしてはと思いますけど。大きなくくりは、これでいいと思います。今の２つで

ね。 

◆山田延孝委員 それでいきましょう。 

◆雲坂 衛委員長 移動円滑化と街なか周遊。 

◆前田伸一委員 いや、移動円滑化というよりも、それも含めた形の街なかの在り方っていうの

か。中心市街地の在り方っていうか。 

◆山田延孝委員 街なかのにぎわい創出っちゅう。 

◆太田 緣委員 そうですね。街なかのにぎわいとか。 

◆前田伸一委員 ああ、いいですね。 

◆太田 緣委員 楽しみ方とか。 

◆山田延孝委員 街なかのにぎわいの、そういう感じでいこうや。 

◆雲坂 衛委員長 じゃあ、移動に関すること、交通バリアフリーについて。 

◆前田伸一委員 も含めた形で。そうした意見も出てくるだろうからということで。 

◆雲坂 衛委員長 バリアフリーのマスタープランを策定する素案とか、今後入ってきますし、

令和３年度のテーマの１つであったので、具体的にどういう文言のテーマにしましょう。１つ、

移動に関すること。 

◆前田伸一委員 いやいや、たくさんの方が、そのテーマで集まってこないといけないので、そ
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のたくさんの方からの中には、やっぱり移動のバリアフリーのことの話をされる方もいらっし

ゃるでしょうし、様々な意見があってええんじゃないですかね。そこから出たものを反映、そ

の移動円滑化のほうに反映できるのがあれば、反映すればええ話、なかったらなかったでいい

んじゃないですかね。 

◆雲坂 衛委員長 広報委員会に、この２つでしたというのを送る際の具体的なテーマですね。 

◆前田伸一委員 だけえ１つが、さっき山田委員が言っとられた、街なかのにぎわい創出につい

てというのが１つで。あと、もう１つが、これからの公共交通なり。 

◆太田 緣委員 未来に向けてのとか。 

◆岡田信俊委員 未来っちゅうのがあったらええ。 

◆太田 緣委員 うん。未来に向けての交通。 

◆山田延孝委員 未来の公共交通について。そんな感じでええじゃないか。 

◆前田伸一委員 それでええと思いますけどね。 

◆雲坂 衛委員長 いいタイトルが出てきまして、もう一声ありますか。いいですか。今、案が

出たのは、街なかのにぎわい創出と、これからの未来の公共交通。 

◆前田伸一委員 はい。関心があると思いますよ。 

◆雲坂 衛委員長 広報委員会の委員でもある勝田副委員長に、もう一度、これでも、どんなで

しょうか。 

◆勝田鮮二副委員長 じゃあ、今２つ出ましたので、１つは、街なかのにぎわい創出、もう１つ

は、未来に向けての公共交通というテーマで２つ。させていただきたいと思います。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

◆勝田鮮二副委員長 これを広報委員会のほうに報告すると。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

◆勝田鮮二副委員長 ということでよろしくお願いします。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

◆雲坂 衛委員長 はい。皆さんの合意が取れたっていうことで、あとは広報委員会のほうでい

い具合にされると思いますので、じゃあ、この２つを案として送りたいと思います。 

全ての日程を終了しましたので、何もなければ、これで終了したいと思いますけれども、皆

様、事務局、よろしかったでしょうか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

◆雲坂 衛委員長 では、以上で建設水道委員会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

午前 11 時 47 分 閉会 



令和４年２月鳥取市議会定例会

建設水道委員会・予算審査特別委員会建設水道分科会

令和４年３月９日（水） 

７階 第２委員会室 

水 道 局 （９日 10：00～）

- - - - - - - - - - ＜ 予算審査特別委員会建設水道分科会 ＞ - - - - - - - - - -

１．議案（質疑）

議案第19号 令和４年度鳥取市水道事業会計予算 

議案第20号 令和４年度鳥取市工業用水道事業会計予算 

- - - - - - - - - - - - - - - ＜ 建設水道委員会 ＞ - - - - - - - - - - - - - - -

そ の 他 （水道局終了後）

・閉会中継続調査申出書（案）について

・令和４年度議会報告会・意見交換会について


